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が.水/油 型 ではイオンを含んだ水は分散質 となつてい  ,宅lll.26「)lll?1蹴 ・

るか ら直流的醇導度は 非常に小さい筈であるが,油/水

型の場合よ り吸牧は遥かに大 きくなつた・これ らの測定疸は直洞己的傳導度の測定や廣い範園の

周波救に於ける測定 と比較槍詞しなけ才しばならないが,こ の ような不均一系の透電的特性は分

散度や界面の問題に非常に深い關聯を有する.目 下更に化學的に純粋な試料に就いて實験を進

めてい るので,實 瞼の詳細や現硬の解繹に就いては別の機命 に譲 ることにする.

              (昭 和2・1年3月8日 受 理)

     ニ ツケルの電解析 出1こ關す る基 礎 的研究

                 (第]報)

        Study on the Electrodeposition of Niとkel. 1           、

           西 原清 廉 ・岡本岩 雄 ・津 田精 三

         Kiyokado Nishihara,'lwao Okamoto and Seizo Tsuda

               (1)緒    言

 鐡 属金癬5特に鐵,ニ ツケ'レ鍍金に於 ては劒難現竣が大 きな問題 であ る.

 一 般 に析出物 と基楓ll1の 密賄性 ゲよ く,柔 軟 な内部歪 の ない析 出物 を得 れば剥離 は起 らない 一

と考 えられ る.此 の場rヤ析 出物 中の内部歪の大 小に よ り,剥 雛現象が左右 せ られ ると言 う考 え

の もとに1〈ohlcrc1.UtterとVllillcumiel」)と が考案 した牧縮計(Contlae to met町)を 使 用 し

                  (122)



        西原。岡本・津田:=ツ ケルの電解析出に關する基礎的研究(第1報)

てニツケル鍍金の際の析出物の内部歪の大小並に歪生成の原因を探究 し,も つてニツケル鍍金

暦の剥離現象 を探究 したい。

 本報には先づ電解液中の不純物が析出物の内部歪に及ぼす影響にっいて測定した結果を報告

する.

               (2)賢 駿 装 置

 實験装置(牧縮計)を 第1圖 に示す。(A)は

警翻 謹 繍霜:灘    
端をガラス管に封入する.白 金板の先端 にガ             

ラス製毛管 をつけて振れの指針 とする.(B)'
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               (3)測 定 結 果

 a)Zn:極 く小景の添 加では光輝度 を増 すが, O.15N-Zn以 上 加 える と牧縮計の振れが著 し

く増加 す る.即 ちZnは 電 析 ニツケルの剥 離現象の一原 因で あ るとして差支 えない.

 b)Fe:不 純 物 として は最 も普通 に含 まれ るもので,陽 極 叉 は撫類 か ら溶液 に入 る.從 來

Feは 剥 離現 象に封 し著 しい影響 あ りとす る もの と,著 しい影響 な しとす る ものが ある2》.本 實

験 ではFeO.005N以 上 入れば振れ は増加 し,内 部歪 の生成 を助長 させ ることが判明 した.

 c)Co:Coの 添 加 によ る振れの攣 動は殆 ど認 め られす,剥 離 には無關 係であ る.

 d)Cu:CuはNiよ り も貴 な る電位 を持つか ら優 先的 に電着 す るため,多 量の混合 で はニ

ツケル鍍金 として は儂値 のない汚 い もの となる.O.OOI N-Cuで は 殆 ど影響 はないが, O.005 N

以 上 とな ると振 れが壇大 す る.
                   ノ

 e)Mg:振 れ の攣 化は殆 ど認め られない. Mgは 軟 い析 出物 を與 え,叉 電解浴 の電導 性を

増 す と言 われ てい る3).添 加捌 として好 ま しい.

 f)Na2SO4:Nバ を添加 す るとNisO4の 溶 解度 が減 少す る.叉 陰極 附近のPH値 が高 ま

り析 μ獣 態 は黒 くな る.Na2SQiが05N以 上 になれば振 れは減 少す る.こ れは析 出結 晶の粒

度 が大 き くな り,軟 か くな るか らと思 われ る.

 g)INH.iCl:電 氣 傅 導度 を塘 し,旦Cl'の 存在が陽極 の不働態化 を防 ぐので添加剤 どして

使 用 され るが,05N以 上 添加 する と振 れの塘 加が著 しい.故 にあ ま り多量 の添加 は望 ましく

ない.

 h)Cd:ニ ツ ケル鍍金 に光輝 を増す 目的で添加 され るが,有 機 物の添加剤 よりも良好 と報

ぜ られてい る4).0.001Nで は振 れの攣化 は少いが,0.01N-Cdの 混 入 は目に見 える程度 の剥離

                   (123)
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を生す る.故 に光輝 を塘 す属的で添加 す る場
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る.あ る種の有機物は適量添加すると,光 澤    io

が良 くなる.                       .            e
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                緒    論

 金 銀鑛の漁式製煉 に於て,古 來テルル金 の仔在 は,青 化法 で も混最法 で もその ままでは牧 金

                   (124>


